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研究成果の概要（和文）：中国の経済成長は着実に中国の対外行動に影響をあたえており、経済規模が大きくなるとと
もに、強硬的な失地回復的な行動と協調的行動の両者が生み出されている。強硬行動と協調行動のいずれが強くでるか
は、指導者の戦略認識とともに国内政治に影響される。ASEAN+3や東アジアサミットなどの東アジアの地域協力の枠組
みは成長しており、中国はこの枠組みに拘束されるとともに影響もあたえている。中国に協調的行動をとることを促す
要因は数多いが、これだけやればよいという決定的なものはない。経済相互依存の深化、安全保障の安定、中国を取り
込んださらなる国際的制度化などを着実に組み合わせる必要がある。

研究成果の概要（英文）：The growth of Chinese economy has affected its international behavior; as its 
economy grows bigger, China displays both assertive irredentist behavior as well as cooperative behavior. 
Which type - assertive or cooperative-- becomes dominant is influenced by its leaders’ strategic visions 
and domestic politics. The East Asian regional frameworks such as ASEAN+3 and East Asia Summit have grown 
steadily; China affects their development and is constrained by their development. Though there are many 
factors encouraging China’s cooperative behavior, no single factors are critical. It is necessary to 
combine such factors as economic interdependence, effective international security frameworks, and 
international institutions.

研究分野：東アジアの国際政治
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９(共通) 

１．研究開始当初の背景 
 1970 年代後半の「改革・開放」路線の展開
以降、とりわけ 1990 年代以降の持続的高成
長の結果、中国経済の規模は、2011 年には日
本経済の規模を凌駕し、遠くない将来に米国
経済の規模に迫ろうとしている。このような
中国の台頭をうけて、ジャーナリズムや政策
サークルの一部には「中国脅威論」が登場し、
中国国内でも「平和的台頭」の可能性を巡っ
て議論が巻き起こった。 
 他方、このような中国の台頭と時をほぼ同
じくして、東アジアでは、地域協力のさまざ
まな動きが展開するようになっている。アジ
ア太平洋経済協力(APEC)、ASEAN 地域フォー
ラム(ARF)、ASEAN＋3 首脳会議、東アジア首
脳会議など、さまざまな地域協力の枠組みが、
この地域に誕生している。「東アジア共同体」
というビジョンすら語られるようになって
きている。 
 いうまでもなく、東アジアにおけるこの二
つの大きな流れは、国際政治学の注目すると
ころとなっている。プリンストン大学のアー
ロン・フリードバーグ教授は、1993 年に冷戦
後の東アジアでは「対立の機が熟している」
と の 有 名 な 論 文 を 発 表 し ("Ripe for 
Rivalry: Prospects for Peace in a 
Multipolar Asia," International Security, 
vol. 18, no.3)、2011 年には、中国の台頭が
もたらす政治の不安定化の可能性を論じた
著書を発表した(A Contest for Supremacy)。
より一般的に、中国の台頭が国際政治を不安
定化させるパワー・トランジッション(権力
移行)該当するのではないかとの研究も数多
くなされるようになってきている。 
 他方、東アジアの地域協力についても、さ
まざまな観点から学術的な研究が進められ
ている。経済相互依存の進展との関連での研
究や、国際制度論の観点での分析、さらには
「ものの見方」の変化をともなう構成主義的
な研究などである。コーネル大学のカッツェ
ンスタイン、カリフォルニア大学のペンペル、
南カリフォルニア大学のアチャリャなどが
代表的な研究者である。 
 しかし、この二つの大きな流れを実証的･
理論的に結びつけて論じた業績は、ほとんど
ない。本研究の狙いは、これまで別々に論じ
られることの多かった二つの動向に統合的
な理解を与えようとすることである。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、1990 年代以降顕著になっ
た中華人民共和国の台頭が、東アジアおよび
世界の国際政治にいかなる影響を与えたか、
とりわけ東アジアの地域協力にいかなる影
響を与えたかを、文献資料および聞き取り資
料に依拠しつつ、国際政治の理論動向と関連
させつつ、全面的に分析し、今後の理論的展
望を明らかにすることである。この目的を達
するため、本研究では、第一に、中国の経済
成長がその対外政策や安全保障政策にいか

なる影響を及ぼしているかを分析し、第二に、
このような中国の台頭と時を同じくして起
こっている東アジアの地域協力の動向を分
析し、第三に、関係各国が中国の台頭と東ア
ジア地域協力をどのように関連づけて政策
形成をしているかを分析し、そして第四に、
中国の台頭と地域協力の関係に関する国際
政治の理論を検討する。 
 
３．研究の方法 
(1)定例研究会、スタッフミーティング 
２ヶ月に一回の割合で開催 
＜参加者＞ 研究代表者、連携研究者、研究
補助者 
①研究成果の発表、研究方法や資料収集の
方針などを確認。 
②それぞれ分担している研究の進捗状況
等の報告。 
 
(2)資料収集、聞き取り調査 
①各国の新聞や雑誌における中国の台頭
の様子や東アジア地域協力に関する記
事・文献を収集。 
②外交文書などについて情報公開によっ
て入手可能なものを収集。 
③関係各国の政策担当者(指導者、閣僚、
外務省や経済担当官庁の官僚等)ならびに
政策に関連する有識者のリストを作成。 
④政策担当者・有識者リストをもとに、オ
ーラル・ヒストリーの手法で、聞き取り調
査を行う。 
 
(3)理論的検討 
①国際政治学や関連領域における地域統
合ならびに集団形成、制度論、アイデンテ
ィティ論文献を収集し、理論的検討を行う。 
②独自の理論的枠組みの可能性を探求。 
 
役割分担 
○研究代表者 
・田中明彦:国際政治理論の検討と研究統括 
○連携研究者 
・浅野亮:中国の対外政策・安全保障政策 
・ 平岩俊司:朝鮮半島の国際政治・中朝関 
・大庭三枝:東アジア／アジア太平洋の地域
協力 
・松田康博:中国の対外政策・安全保障政策・
中台関係 
・益尾知佐子:中国の対外政策・安全保障政
策 
・林載桓:中国の内政と対外政策 
・毛利亜樹:中国と東アジア諸国間の海洋問
題 
 
４．研究成果 
 中国の台頭と東アジアにおける地域協力
枠組み発展の政治過程を現場レベルで把握
するため、本研究では、中国の台頭と東アジ
アの地域協力に関係する内外の専門家や実
務家合計約 70 人から聞き取り調査をおこな



うため、3 年間で合計 8 カ国に出張した。ま
た、実証的な説明を研ぎすまし、理論的な検
討をおこなうため、研究会を年に約 10 回行
い、H26 年 12 月 20 日には、日本国内の専門
家約 30 人を招いてシンポジウム「中国・東
アジア・世界秩序」を開催した。研究代表者
および連携研究者は、これまでの研究実績に、
上記の資料収集と研究活動の成果を活かし、
雑誌論文 24 件、学会報告 30 件、著書(共著
を含む)を 32件を発表した。 
 本研究に関連するさまざまな個別テーマ
に関する結論は多岐にわたり、それらは上記
の雑誌論文、学会報告、および著書で展開さ
れている。全体として、本研究が明らかにし
た論点を、簡潔にまとめると以下のとおりと
なる。 
(1)中国の経済成長は着実に中国の対外行動
に影響をあたえており、経済規模が大きくな
るとともに、強硬的な失地回復的な行動と協
調的行動の両者が生み出されている。 
(2)強硬行動と協調行動のいずれが強くでる
かは、指導者の戦略認識とともに国内政治に
影響される。国内政治においては、ナショナ
リズムと軍の影響力がとりわけ重要である。 
(3)東アジアの地域協力の枠組みは成長して
おり、中国はこの枠組みに拘束されるととも
に影響もあたえている。限定的ではあるが、
ASEAN+中国、ASEAN+3、東アジアサミットは、
中国を協調行動に促す機能を持っている。 
(4)中国に協調的行動をとることを促す要因
は数多いが、これだけやればよいという決定
的なものはない。経済相互依存の深化、安全
保障の安定、中国を取り込んださらなる国際
的制度化などを着実に組み合わせる必要が
ある。 
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